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研究者への連絡先

・子どもの『睡眠』を調査しています。

子どもに限らずですが、日本人は睡眠時間が短い
（睡眠負債大国）と言われています。児童生徒の
遅寝、睡眠不足など、子どもの睡眠に問題意識を
持って研究しています。この研究室では”アクチ
グラフ(図1)”という機器を用いて、子どもの睡眠
の「量」と「質」の”見える化”を試みています。
そして、健康教育に活かす方策を考えています。

・子どもの『運動』を調査しています。

運動も『睡眠』で紹介した”アクチグラフ”、あるいは”HJA-750c（オム
ロン社製）”という機器を用いて”見える化を試みています。機器を用い
ることで、強度別（例えば、ゲームしているような座っている活動なの
か、スポーツなどの活発に動いている時間のか、など）に活動時間が分
かります。「どれくらいの強度で動けば、あるいは動かなければ、子ど
もの身体に影響するのか」，強度別に日常生活の運動を捉え，その強度
別の効果を検証することが，興味関心事の一つです。

アクチグラフの写真

・子どもの『ヘモグロビン』を調査しています。

現在，非侵襲性の（採血をしない）機器を用いて，子どものヘモグロビ
ンを調査しています。ヘモグロビンは，不定愁訴と関連していると言わ
れています。学校の先生は、不定愁訴の子どもが多くなったと感じるこ
とも多いようです。この研究室では、ヘモグロビンを健康指標の一つと
して捉え，そのヘモグロビンと生活習慣との関連性について，研究して
います。

連作先: kokazaki@mail.tohoku-gakuin.ac.jp
HP: http://kanzoworld.web.fc2.com/
マイポータル: https://researchmap.jp/kokazaki 
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